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学会活動

日本生態学会

日本植生史学会

主な研究分野
森林生態学に関連した内容
・自然林における森林群集の更新動態に関する研究。屋久島やマレー
シアなどで自然林の群集動態とそれに関わる要因，例えばシカの影
響などを解析。最近は尾瀬や屋久島の森林の数百年〜千年スケール
での実際の過去の更新履歴を明らかにするために，生木や枯死木の
年輪解析を開始した。

・樹木の豊凶や植物季節に関する研究。多くの樹木で知られている結
実の豊凶は，繁殖戦略にかかわる生態学的に重要なテーマである
が，そのメカニズムや進化的要因に関して未解明な点が多い。福島
県内とマレーシアの森林において，継続的な植物季節のモニタリン
グを続けている。

年輪年代学に関連した内容
・埋没林の年輪解析による過去の森林の生態復元。通常の化石記録で

は過去に何がどの程度存在したか，しかわからない。埋没林を使う
ことで現在と異なる環境下で植物種が「どのように」生育していた
かを明らかにすることを目指す。温暖化が進むことで森林に何が起
こるかを予測する鍵にもなる。

・出土木材の年輪解析による遺跡の編年。遺跡発掘で検出される建物
群の年代には従来極めて粗い推定値しか与えられなかったため，集
落の規模や人口，変遷に関して多くの議論があった。新潟県青田遺
跡出土の柱材の年輪解析では縄文時代の遺跡としては国内で初め
て建物群の年代関係を明らかにした。

・埋没材などの木材を使った火山噴火等の高精度年代決定。放射性炭
素（14Ｃ）年代，火山などの専門家と共同で年輪年代学と 14Ｃ年代
法を併用した高精度年代決定を進めている。中国・北朝鮮国境の白
頭山では，噴火によって枯死した炭化木材試料を採取し，１年輪毎
に試料を切り出して 14Ｃ年代を測定して過去の 14Ｃ変動曲線とマ
ッチングさせることにより，10 年以下の精度での年代決定を目指し
ている。

社会活動

東北地方ダム管理フォローアッ

プ委員会摺上川ダムモニタリン

グ委員会特別委員

和台遺跡調査指導委員会委員

相談に応じられる分野･テーマ
・遺跡出土材などの古い木材の年代推定

キーワード
森林，年輪

主な担当科目

生態学概論

森林生態学
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